
7/5（土）～7/6（日）にかけて、慰安旅行へ行ってきました。
昨年は横浜～千葉鴨川方面という海側だったこともあり、今年は山側、古都鎌倉～箱根方面です。

旅の始まりは、長谷寺と鎌倉の大仏様からです。
あいにく、小雨が降りしきる中の散策となりましたが、かえって長谷寺の紫陽花が輝きを増していました！
鎌倉の大仏様も、奈良の大仏様に次いで2番目の大きさを誇るだけあり、迫力満点でした。
その後は鶴岡八幡宮を参拝し、小町通り散策へ。土曜日ということもあり、小町通りは観光客でとても
賑っていました。皆さんも通りの喧騒に誘われたのか、たくさんお土産や食べ物を買っていたようです。
小町通りを楽しんだ後は、今回の宿泊地である箱根へ移動。温泉につかり、美味しい料理を食べ
日頃の疲れを癒すことが出来ました。

2日目は、煙と硫黄の匂いが立ち込める大湧谷からスタートです。
ここは黒い温泉卵や、雄大な景色が見られる観光地という事もあり、朝早くから大勢の人で
賑わっていました。黒い温泉卵を作っている場所は、山を登らないといけないのですが、時間にも限りがあり
実際に見ることができた人は少なかったようです。
次に向うは箱根園。寄木細工とらく焼き体験をしましたが、（珍しく!?）皆さん真剣な表情で作成していました。
旅の最後は芦ノ湖で遊覧船に乗り、帰路へとつきました。

今回の旅行も大きなアクシンデントもなく無事終了し、参加者の皆さんと良き思い出を共有する事ができ、
良い旅となりました。
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